























































































なると思います。拘束力のあるメカニズムというものは大きく分けて 3 種類あります。1 つは非常に


























































ズムの事務局のようなものをつくることに合意しました。今年の 3 月 18 日から 19 日にかけまして、
日本の京都で日中韓の外相会合があり、そこで中日韓の首脳会議で合意されました組織、事務局の発
展についてさらに協議する予定です 1）。
　京都は、かつて気候変動に関する京都議定書を調印した場所であり、中日韓の対話メカニズムの発
展にも京都が貢献することを期待いたします。特に、世界問題研究所が中日韓の対話メカニズムの発
展に貢献されることを期待しております。
　このように幾つかの 3 国間の安全保障のメカニズム、対話メカニズムというものが生まれている。
このことが将来の東北アジアの安全保障メカニズムの構築に役に立つであろうと思います。
　私の講演はこれで終わります。皆様、ご清聴ありがとうございました。
